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；わが町の新しい議員きまる ； 
組織議会終わり発足 ： 

やかましかった議会議員の選教も終わって、21名の新緑nは

町民の来望をになって誕生した。

朝日町の町政からながめた議員数は、いままで’Ci'J24名で多過

l!はしなし、か、町財政の面から巧えるとき、この数でlt多i品き．
はしないのか、など、町民の声は議~数械を要望するのプJカ；強

かった3 しかし、これを受けた議会は、ともPiも21名と、 3名

械を決議して任期を終わった。

こうしたなかで、言葉をかえていえば、町議会への町民の盛

り上がる関心の中で、本県初めての町と して選挙公綴が／j＼され

るなどと今までに見ない選挙戦がくりひろげられて、 21名の新

議員が誕生した。その結果からみて、ひとつ言えることは、議

口の若返りて，あつた。町民の角＇ (7）ひとつのJ:i.

き．れもないことであろう。

我が国の政治は、世界の多くり11qがそうであるように、代議

fl~Jのかたちでの民主政治が行なわれていることはL、うまでもな

い。わが朝日町も、町民主権のもと、わたしたちの代炎をわた

したちが選んで、その代表者（町議会議員〉が議会で、 Plf条例

をつえったり、その他重要なことをきめて、 町民の意見や希望

を町政の上に反映させる、町民はまた、かく望んでi題検怖を行

使しているのであるつ

9月 3日、町民会代表して議会に登場した新議員によって、

組織議会がひらかれ、議会構成がおこなわれた。とも角も 2万

4 町民の代表21名の議員によって、朝日町議会は発足した。

9 議員定数を減らせとする意見の側の理由とするところのもの

7 は、あまり豊かでもない町財政に見合った議員数て’あってしか

るベ~だとするこのjli令吟味し、この内にHを（rtiけていただき

たL・3 嘆するに少数制鋭の l人をもってfr:じてむらいたL、とい

うニとである。

1970｛！＂.代 をむかえて、 WiU 、位代を切りひら念、築き上げよ

うと してレるとき、 天井に却がつかえるような、傍聴人があま

り多くはいると、 2階悩りが落ちはしな~ .かと案ぜられるよう

な必会厳場を始め、とこが入口やら、との列が向課であるのや

らすらわからぬ前近代的役湯では、 やはり乾坤ーてきの発展的

問氾！も浮かんでこないというもの。議凸；m氏に探せられた問題

は大きいし、また多くありj品き「るのJJ、域行政脳術担！が~ ＇よいよ

軌道にのった。組織議会も終わって、 7Q1:j：代に、 2/j町民の彩i
りにJtる議員よとの大同をになってt!i充足する議員諸氏は、~
断をもって進んでもらb、たL、ものである。

総有はよく議員定数械にふ、れるが、 lllf!Jとの ！It~の一つに、定

数を減らせることによ9 て、 titfliJのj也u:代点的」~－えから脱却し

て、 1広い椀聖子、朝日lllf全般の大3終的立掛からfflf政を進めていた

だくということもあること含つけ加えておをたL、。

消1¥－票は当選製へと；足積されたのである。その一票一泉．が

J;QJ日lllfの将来に大きな大会な期待をかけていることに、保く深

く思いをL、たしてL、1.：..記念たレと願う や切なりではバ鍛足りず

;W:ll：なものがある。
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監査委員

（都協＆~~－~）第182号

先
に
行
な
わ
れ
た
級
会
漉
員
週
挙
後
初

の
、
昭
和
四
十
五
年
第
四
聞
朝
日
町
議
会

臨
時
金
（
制
織
脱
会
）
は
、
去
る
九
月
三

日
、
朝
日
町
山崎
会
議
場
に
招
集
さ
れ
、
吹

選
さ
れ
た
二
十
一

混
員
全
員
が
出
席
し
て

閉
会
し
、
糠
民
を
は
じ
め
誕
会
の
綿
織
な

ど
を
決
め
た
c

組
織
綿
会
は
ま
ず
、
年
度
議
員
水
島
繁

松
氏
を
臨
時
都
民
と
し
て
、
会
期
を
一
日

と
定
め
た
あ
と
、
部
長
の
選
挙
に
入
り
、
投

謀
の
結
果
、
澗
井
栄
氏
が
当
選
。
こ
の
あ

と
、
新
議
長
に
よ
る
議
席
の
指
定
が
あ
り
、

続
い
て
副
議
長
の
選
挙
、
及
び
、
町
当
局

提
案
の
町
監
査
委
員
選
任
を
同
意
し
た
。

次
に
議
員
提
出
議
案
に
よ
る
、
議
会
常

任
委
員
会
を
、
従
剖
の
産
業
、
建
設
問
蚕

員
会
を
合
併
さ
せ
、
三
常
任
委
員
会
制
と

す
る
た
め
の
委
員
会
条
例
の
改
正
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。
引
き
続
い
て
各
常
任

委
員
の
選
任
を
行
な
っ
た
あ
と
、
各
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
正
副
委
員

長
を
互
選
し
て
臨
時
会
を
閉
会
し
た
。

（
当
日
の
傍
聴
者
七
名
）

本
臨
時
会
に
付
聾
さ
れ
た
謹
案
等
の
件
名

ト
議
長
の
選
挙

Z
副
議
長
の
選
挙

－
議
案
第
一

号
朝
日
町
監
査
委
員
を

選
任
す
る
た
め
の
同
意
を
求
め
る
件

（
同
意
）

4
議
員
提
出
議
案
第
－
号
朝
日
町
議

会
委
員
会
条
例

一
部
改
正
の
件
（
原

案
可
決
）

E
帰
任
委
員
会
委
員
の
選
任
（
正
副
委

員
長
の
互
選
〉

強
会
役
員
及
び
委
員
会
組
織

議

長

酒

井

栄

副

議

長

南
茂
源
治

今
回
、
は
か
ら
ず
も
議
長
の
要
職
に
選
ょ
う
。
今
ど
き
、
人
も
予
算
も
十
分
に
満

ば
れ
ま
し
て
、
就
任
に
あ
た
り
一
一
言
ご
あ
ち
足
り
て
い
る
よ
う
な
市
町
村
は
、
全
闘

い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま
す
υ

ど
こ
を
捜
し
て
も
一
カ
所
も
あ
り
ま
せ

も
と
よ
り
浅
学
非
才
、
未
と
そ
の
任
に
ん
。
窮
し
て
知
恵
を
し
ぼ
れ
ば
、
必
ず
道

遠
く
及
ぶ
べ
く
も
な
い
の
で
あ
り
ま
す
に
通
ず
る
も
の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
一

が
、
歴
代
議
長
の
足
跡
を
汚
さ
な
い
ょ
っ
一
つ
の
問
題
に
目
標
を
立
て
、
十
の
力

ぅ
、
一
意
専
心
、
町
民
各
位
の
ご
期
待
に
に
十
五
の
荷
を
負
わ
せ
る
態
度
に
、

自
己

添
う
べ
く
、
当
而
す
る
重
要
課
題
と
取
り
成
長
の
カ
ギ
が
あ
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

組
ん
で
参
り
た
い
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
無
暴
な
重
荷
主
義
で
あ
っ
て

幸

い

に

寸

J
川
川
パ
1

1
1
11
1
1
Il
l
i－
－

J

も
危
険
が

－h
宇

n
E
M
F』
E

旬、冒，，・
h

』，、、’
h

、・、
E

，
一

し
て
、

当

ユ

弱

但

¢
aし
さ

τ
T｜｜
一

伴
い
ま
す

町
は
、
県

一

．I
l
li
－
－
－
I
l
li
－
－
－
I
l
l
i－－－

一

が
、
軽
術

下
ま

れ

に

「

｜

｜

朝

日

町

瞳

会

櫨

長

酒

井

栄

｜

」

主
義
は
、

み
る
、
一
大
飛
雌
の
条
件
に
恕
ま
れ
た
町
そ
れ
は
上
の
町
勢
後
送
の
損
失
を
招
く
も

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、

一
問
、
な
の
と
考
え
ま
す
。
同
様
に
は
則
一似
と
必
成

す
こ
と
が
多
く
、
政
経
問
団
で
、
あ
ら
ゆ
の
覚
悟
が
必
嬰
で
あ
り
ま
す
。
河
川似
の
水

こ
う
A

り
ゃ
く

る
重
要
課
閣
が
足
踏
み
状
態
で
勝
耀
い
た
準
は
、
過
信
に
満
ち
た

一
人
の
力
で
な

し
て
い
る
と
も
宮
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。

く

、
全
町
民

一
丸
と
な
っ
た
、
自
ら
の
力

人
が
い
な
し
r
、
予
算
が
な
い
、
術
が
重
過
を
慎
重
に
判
断
に
入
れ
た
も
の
で
な
く
て

g
る
と
小
細
工
ば
か
り
の
見
て
く
れ
主
益
は
な
ら
ぬ
と
考
え
ま
す
。
そ
う
し
た
草
昧

で
、
苦
難
の
大
事
を
避
け
て
通
る
よ
う
で
か
ら
も
、
お
の
お
の
機
関
の
機
能
を
最
大

は
、
ど
れ
だ
け
の
成
果
が
期
待
で
き
ま
し
限
に
効
果
あ
ら
し
め
る
よ
う
努
め
て
参
り

水島繁松

a品
I
n司
0
0

監
査
委
員
水
島
繁
松

常
任
委
員
会
委
員
（

O
n
委
員
長
、

O
H副
委
員
長
）

総
務
委
員
会
（
七
人
）

。
松
倉
健
一
二
、

O
安
達
義
雄
、
山

問
政
次
、
酒
井
栄
、
深
松
実
、
水

島
繁
松
、
美
佐
光
平

文
教
厚
生
委
員
会
（
七
人
）

。
坂
口
良
造
、

O
清
水
賢
一一、
渡

辺
秋
男
、
七
沢
収
作
、
扇
谷
隆
二

岡
田
耕
作
、

平
崎
知
勝

産
業
建
設
委
員
会
〈
七
人
）

。
長
崎
仙
松
、

O
大
沢
雄
松
、
狩

谷
常
作
、
上
島
栄
作
、
大
橋
米
大

郎
、
米
間
古
口
一一
、
南
茂
源
治

（援
会
事
務
局
）

母
子
寮
の

入
居
に
つ
い
て
ご
案
内

母
子
家
庭
の
保
護
施
設
と
し
て
、
泊
母

子
寮
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
・
最
近

二
、
＝
一室
が
空
室
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
現
在
、
住
宅
に
因
っ
て
お
ら
れ
る
母

子
家
庭
の
人
で
、
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
民
生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い

。

〈

民

生

課

）

通
算
年
金
を

ご
存
知
で
す
か
？

いはよをしは 蹴雌程くにでしに車まられは た
たごり飾て、どい i住民、は、て発のす のず、ない
しぎ ごら、 Jfnう 申のは白 、町$揮両よな、町お所
まい懇せ説Tiのかし町 忍 己 通 民 り し 輪 うい安当 、存
すま願てか通、あへび規さ各すこ、が、厳易局識で
。す申し、しう町げの難制ん位い地そ特棋なと案こ’
がしたいし 民ま絡きにがに所万 れにな妥はのざ
j説あだ こ っ各す段をったお存自ぞ町る協お議い
任げき十た位。のぞ、きめかで治れ民町を亙議ま
のままー激に ご ん ま のれご本の福政避いにす
ごしす似.r~11 お 協 で し 交 ま ざ 来 機 祉執けにあ。
あてよ紀をか ブJいて i血し，、の能の 行 ま 侵 た

うへ賜れ を た も 止 て w 盗を均がしさり
さ m・ 1 のわま 切だ、めもまに十等ーなてずま
つ単炭初りし にきあの、す精 二 化さ、侵し
とで心陣 ま て お、る如時の進分にれむさて

だき な令てす JYJ すこ が合通 ら に をな要な 度楽地年 り
さはこり 年 二 ぐ 1m会 。 十 し必む算なれあついでり制が体方金ま我
い、のま 金十にをね： 四か嬰場す おまるな場す二度あ共 公 、ちが
。朝外すを 五悶 満員 年しで合る 、すとき’ 合が十本り済務船ま国
日く。受年 f.(tニ勾： ま、すのと 国。き合は、五来ま d員員ちの
lllfわ 給の年さの で年 。通 念 民 はわ、昔ill年 のす合共保で年

（役し ナ期 金な {!ti: 期 令 算は 年 、せ各度開老。 まま済 l倹~ ~後
l走場い る聞にい 生 ｜尚に は二金 通て制単の令 司i 、、抗制
生年こ 権に加で年 が応 二十以算、度 独納年 整農園宍度
課｛！？.と 利な入 it'!~ 煩じ 十 年．外 老 ー にで付金 ~林家国は
{f~ 係な がれし IU＆で 縮て 五 、の 令定加期済 は rr-〔共公民
金で知 つばてし、 さ、 年自 主I二 年 の入間期、 の済務年勤
係おり く、、た こ れ十 ｜市民金 金年しを間二 八、員金め
）尋た こ通合と十 て年 の年（おiJ が数た満等十 つ公共、先

れ L、 と割：わ念 韮1よ いか j引金度 受以 WJたが五 の共済厚に
くと に老せはの まら 聞をで け上問せ必 年 ~！ill j£ 、生よ
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十
月
一

日
か
ら
農
地
法
が
改
正
に

社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
、

畿
地
の
流
動
化
を
問
滑
に
し
て
、
農
業
経

営
の
鏡
模
拡
大
を
は
か
り
、
本
格
的
提
業

の
構
造
改
善
基
礎
条
件
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
に
、
十
月
一

日
か
ら
農
地
法
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

権
利
取
得
の
上
限
制
限
が

緩
和
さ
れ
た

い
ま
ま
で
は
、
農
地
を
買
っ
た
り
、
借

り
た
り
す
る
場
合
、
そ
の
線
利
を
取
得
し

た
後
の
経
営
面
積
と
、
小
作
に
出
し
て
い

る
面
積
の
合
計
が
三
ヘ
ク
タ
l
μ
ま
で
し

か
取
得
で
き
な
い
と
い
う
制
限
が
あ
り
ま

し
た
が
、
加
』
れ
が
と
り
は
ず
さ
れ
ま
し
た
。

下
限
面
積
の
制
限
が

E
O

ア
ー
ル
に

い
ま
ま
で
は
、
そ
の
権
利
を
取
得
す
る

前
の
経
営
規
模
が
、
三

O
ア
l

w
未
満
の

農
家
は
、

原
則
と
し
て
、

農
地
を
買
え
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
、
取
得
す
る

農
地
主
、
こ
れ
ま
で
所
有
し
て
い
る
長
地

を
あ
わ
せ
て
五

0
ア
ー
ル
に
達
し
な
い
場

合
は
、
農
地
の
移
動
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

農
地
移
動
の
許
可
権
は
、

農
業
委
員
会
に

(3) 

農
地
の
線
利
移
動
に
つ
い
て
、
貸
借
権

と
使
用
賃
借
に
よ
る
権
利
の
設
定
、
移
動

だ
け
が
農
業
委
員
会
マ
、
あ
と
は
す
べ
て

知
事
の
許
可
を
要
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、

今
度
は
、
他
市
町
村
に
ま
た

が
る
権
利
移
動
と
法
人
関
係
の
権
利
移
動

は
知
事
の
許
可
と
な
り
、
居
住
地
内
で
の

個
人
間
の
農
地
の
権
利
移
動
は
、
所
有
権

を
含
め
て
操
業
委
員
会
の
許
可
で
よ
い
こ

と
に
た
り
ま
し
た
。

農
地
一
筆
ご
と
の
最
高
額

統
制
が
な
く
な
り
ま
し
た

い
ま
ま
で
は
、
小
作
地
の
一
筆
ご
と
に

小
作
料
の
鼠
高
額
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
以
上
、
支
払
い
、
受
取
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

統
制

小
作
料
の
水
準
が
、

一
般
の
物
価
や
地
価

に
比
べ
て
安
す
ぢ
る
た
め
、
今
後
の
小
作

地
に
つ
い
て
は
、
一
懲
ご
と
の
最
高
額
統

制
を
や
め
て
、
地
主
、
小
作
が
相
談
し

て
、
自
主
的
に
決
め
て
よ
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

そ
の
代
わ
り
、
地・
ぶ
、
小
作
の
い
刷
出
小中

点引は
、
そ
の
刑
制
ま
た
は
繊
細
を
相
下
方

に
請
求
で
き
る
こ
と
と
し
、
間
以
来
委
員
会

が
設
定
す
る
開
準
小
作
料
よ
り
著
し
く
高

い
小
作
料
は
、
減
傾
勧
告
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
新
た

に
生
ま
れ
る
小
作
地
に
つ
い
て
だ
け
で
、

い
ま
ま
で
の
小
作
地
に
は
、
従
米
の
統
制

方
式
が
十
年
間
程
度
継
続
さ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
に
よ
る
和
解

の
仲
介
制
度
が
は
っ
き
り

定
め
ら
れ
た

農
地
の
利
用
関
係
が
、
当
事
者
聞
の
話

合
い
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
事
項
が
多
く
な
り

ま
し
た
の
で
、

当
時
者
の
双
方
ゃ
、

一
方

か
ら
申
立
て
が
あ
っ
た
と
き
は
、
農
業
．安

員
会
の
会
長
が
、
事
件
ご
と
に
三
人
の
農

業
委
員
を
指
名
し
て
、
和
解
の
仲
介
を
行

な
う
こ
と
を
、
法
律
上
は
っ
き
り
さ
せ
ま

ー
レ
ム
九
。

ー
農
業
者
の
老
後
の
生
活
安
定
ヘ

「

農

業

者

年

金

で

農
業
経
営
の
近
代
化
の
た
め
に
は
、
経

営
規
模
を
拡
大
し
、
資
質
の
す
ぐ
れ
た
経

営
者
に
よ
る
、
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営

の
育
成
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
優
秀
な
経

営
者
の
確
保
、
経
営
移
譲
の
促
進
、
農
地

保
有
構
造
の
改
磐
等
は
、
農
業
者
の
老
後

の
休
活
の
安
定
と
密
接
に
・関
連
し
て
い
る

面
が
あ
る
の
で
、
こ
・
の
よ

5・
な
観
点
か
ら
、

島
政
策
者
年
金
制
度
を
創
設
し
、
あ
わ
せ

て
、
農
業
者
年
金
基
金
が
、
こ
の
対
象
と

な
ら
な
い
老
齢
ま
た
は
零
細
経
営
主
に
対

し
、
離
農
の
円
滑
化
と
長
業
経
営
の
規

き
る
｜
一

模
拡
大
に
資
す
る
た
め
、
離
農
給
付
金
を

支
給
す
る
と
と
も
に
、聞旅
地
の
買
入
れ
、

売
渡
し
等
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
、
農
業

者
年
金
制
度
を
補
完
し
、
も
っ
て
農
業
経

営
の
近
代
化
を
達
成
す
る
目
的
で
十
月
か

ら
発
足
し
ま
し
た
。

①
強
制
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人

経
営
規
模
0
・
五
ヘ
ク
タ
1
N

（五

反
歩
）
以
上
の
農
業
経
営
主
で
あ
っ
て

園
長
年
金
に
加
入
し
、
国
民
年
金
の
所

得
比
例
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
’d

〈
た
だ
し
十
ハ
一
日
収
在
で

五
十
五
才
米
満
の
者
に
限
る
〉

①
年
金
の
掛
金

月
額
七
五

O
円

③
実
地
時
期

十
月

｝
日
か
ら
実
施
し
、
掛
金
は
昭

和
四
十
六
年
一
月
か
ら
徴
収
し
ま
す
し

④
農
業
者
年
金
に
は

ど
ん
な
給
付
が
あ
る
か

例
経
営
移
掻
年
金

耕
作
し
て
い
た
畳
地
の
所
有
倦
ま
た

は
、
使
用
収
議
権
を
移
譲
（
犠
利
名
義

を
移
転
〉
す
る
こ
と
が
要
件
で
、
六
十

才
ま
で
に
経
営
移
譲
し
た
と
き
は
六
十

才
か
ら
、
六
十
才
か
ら
六
十
四
才
ま
で

の
聞
に
移
譲
し
た
と
き
は
そ
の
時
点
か

ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

ω－a難
者
老
令
年
金

六
十
五
才
に
な
る
と
支
給
さ
れ
ま

ナ
。

例
鋭
退
一
時
金
及
び
死

t
一
時
金

納
付
済
期
間
三
年
以
上
の
者
が
、
脱

退
し
た

n－
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
納
付

帯
期
間
に
応
じ
て
（
納
付
済
期
間
三
年

で
三
万
円
、
十
年
で
十
二
万
五
千
円
）

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

⑤
支
給
要
件

関
保
険
料
納
付
済
期
間
が
二
十
年
以
上

で
あ
る
こ
と
ω
た
だ
し
、
年
令
に
応

じ
て
五
年
ま
で
短
縮
で
き
る
。

的
後
継
者
ま
た
は
第
三
者
へ
経
営
移
譲

す
る
こ
と
。
（
経
営
移
譲
は
、
そ

の
経
営
に
か
か
る
農
地
等
の
す
べ
て

に
つ
い
て
権
利
名
義
を
移
転
し
て
行

ほ
う
も
の
と
す
る
）

①
給

付

閉
経
営
移
譲
を
要
件
と
す
る
給
付

。
六
十
才
か
ら
六
十
宜
才
に
達
す
る
ま

で
の
間

川
保
険
料
納
付
前
期
間
五
年
間
で
八
、

0
00
問
、
二
十
年
で
一
六
、

0
0

0
円
、
二
十
五
年
で
二

O
、
O
、υ
O
問

。
六
十
五
才
以
降

納
付
済
期
間
五
年
で
八

O
O円
、
二

十
年
で
一
、
六

O
O
円
、
二
十
五
年

で
こ
、

0
0
0円

的
経
営
移
譲
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
六

十
五
才
か
ら
行
な
う
給
付

保
険
料
給
付
済
期
間
五
年
で
一
、

0

0
0円
、
二
十
年
で
回
、

0
0
0円

二
十
五
年
で
五
、

0
0
0円

〔
参
考
〕

保
険
料
納
付
額
（
月
額
〉

農

業

者

年

金

七

五

O
円

問

民

年

金

定

額

四

五

O
円

国
民
年
金
所
得
比
例
三
五

O
円

合

計

一

、

五

五

O
円

離
農
転
職
者
の
た
め
の

黒
東
人
材
銀
行
関
行

総
合
農
政
の
進
展
に
伴
っ
て
、
緩
農
転

臓
者
や
出
か
せ
ぎ
労
働
者
が
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
人
た
ち

の
就
職
の
円
滑
化
を
は
か
る
た
め
、．
黒
東

人
材
銀
行
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
の
で
利
用

し
て
く．
た
さ
い
。

設

置

場

所

入
善
町
役
場
内

人
材
銀
行
の
栂
成

公
共
職
業
安
定
所
職
員
お
よ
び
農
業
転

職
相
談
員
（
二
名
）

林
得
明
朝
日
町
三
枚
橋

竹
島
米
士
ロ
入
善
町
入
膳

開

行

日

毎
週
月

・
火

・
木
・
金
曜
日

銀
行
の
行
な
う
灘
務

同
求
職
の
受
理
、
職
業
相
談
お
よ
び
職

築
紹
介

ω職
業
訓
練
の
受
講
お
よ
び
施
設
へ
の

ー入
所
あ
っ
旋

例
離
農
転
職
希
望
者
の
は
握

（
産
業
課
）
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健
康
な

日
常
生
活
の
心
得

ひ

経
済
成
長
と
食
生
活
改
善
な
ど
で
、
個

々
の
生
活
も
豊
か
に
な
り
、
健
康
に
対
す

る
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
最

近
、
一
番
問
題
に
な
っ
て
い
る
成
人
病
（

脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
疾
患
）
に
つ
い
て

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
主
な
死
悶
順
位
を
み
ま
す
と
、

一
位
脳
卒
中
、
二
位
が
ん
、
三
位
心
臓
疾

患
、
と
な
り
、
朝
日
町
で
も
四
十
四
年
度

の
年
間
死
亡
者
は
一
六
七
名
で
、
や
は
り

多
い
も
の
か
ら
み
ま
す
と
、
脳
卒
中
、
心

桜
疾
患
、
が
ん
と
な
り
、
全
体
死
亡
の
約

七

O
%が
成
人
病
で
占
め
て
い

F

ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
ど
れ
も
、
大
事

な
働
き
ざ
か
り
の
四
十
才
頃
か
ら
特
に
多

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
常
に
ふ
ど
ん
の
心

得
が
大
切
で
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
し
た
注
・
む

か
ら
予
防
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
第

一
に
、
成
人
病
に
つ
い
て
点
し

い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
第
二
に
、

そ
の
知
識
を
突
際
に
活
用
す
る
こ
と
で

す。
し
か
し
、
成
人
病
は
、
火
、
良
、
住
な

ど
、
口
常
生
活
と
常
綾
な
関
係
が
あ
る
の

で
す
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
こ
れ
ら
の
川

に
つ
い
て
ど
ん
な
所
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
か
を
知
り
、
そ
れ
を
耐
火
際
の
作
所
に

応
用
す
る
こ
と
が
、
こ
の
病
U

丸
か
ら
一
歩

で
も
遠
ざ
か
る
遣
の
出
発
点
で
あ
り
ま

す
。

さあ（要？話~＆易会~r）第182号

日

常

生

活

一
、
規
則
正
し
い
生
活

聞
「
寝
、
早
起
き
を
励
行
し
、
仕
事
は
決

め
ら
れ
た
時
間
に
ゆ
’
つ
く
り
・
と
し
ま
す
c

ま
た
、
仕
事
の
性
質
に
よ
っ
て
、
必
ず
し

も
突
行
が
可
能
で
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
民
休
み
は
た
っ
ぷ
り
、
食
事
は
楽
し

く
ゆ
っ
く
り
す
る
の
が
よ
い
。

残
業
や
徹
夜
は
な
る
べ
く
さ
け
、
も
し

や
む
得
ず
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
は
、

翌
日
十
分
休
養
を
と
り
ま
す
。

職
場
の
環
境
を
よ
く
す
る
事
も
大
切

で
、
家
庭
で
は
の
ん
び
り
と
だ
ん
ら
ん
の

場
を
つ
く
り
・
ま
し
ょ
う
。

二
、
運
動

適
当
な
運
動
を
す
る
こ
と
。
あ
ま
り
自

動
車
ば
か
り
た
よ
っ
て
い
る
と
、
足
や
心

臓
が
弱
く
な
り
、
運
転
す
る
人
も
、
な
る
べ

く
休
H
に
は
捗
く

F

』
と
を
す
す
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
も
、
今
ま
で
な
れ
た
も
の

を
、
体
の
コ
シ
デ
ィ
シ
a

ン
に
応
じ
て
行

な
う
こ
と
は
、

心
身
を
そ
う
快
に
し
て
、

健
康
に
よ
レ
も
の
で
す
。

＝
一
、
酒
・
タ
バ
コ

淵
を
の
ん
で
冷
た
い
風
に
あ
た
っ
た

り
、
ふ
ろ
に
入
っ
た
り
す
る
こ
左
は
、
脳

体
中
の
誘
因
に
な
り
ま
す
。

タ
バ
コ
は
、
梢
に
く
ら
べ
る
と
鍵
肢
に

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一

一
回
一
九
本
以
下
に
と

め
る
の
が
よ
い
で
す
ω

図
、
入
浴

抗
氏
四

O
皮
の
湯
に
入
る
の
が
よ
く
、

休
を
・
き
れ
い
に
保
つ
－
」
と
が
大
切
で
す
。

民
ぶ
ろ
、
似
…．
ふ
ろ
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

か
ら
だ
が
冷
え
る
の
は
、
血
圧
を
上
げ

た
り
、
脳
卒
巾
・
を
起
こ
し
た
り
す
る
誘
闘

に
な
り
ま
す
の
で
、
市
安
全
体
を
般
か
く

す
る
で
火
が
必
要
で
す
。

冬
則
、
身
心
鍛
縦
の
た
め
、
冷
水
市
や
、

冷
水
ま
さ
つ
を
す
る
こ
と
は
お
す
す
め
で

き
ま
せ
ん
。

玉
、
夜
間
の
排
尿

夜
間
に
釧
以
す
る
場
合
、

よ
く
眠
気
の

さ
め
な
い
う
ち
に
、
必
に
起
き
よ
が
る
こ

と
は
よ
ぐ
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

急
激

な
迎
動
を
す
る
こ
と
と
問
じ
こ
と
に
な
り

ま
ず
か
ら
、
脳
卒
中
、
狭
心
的
の
発
作
を

誘
発
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
日
を

さ
ま
し
て
か
ら
排
尿
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。食

生

活

一
、
主
食
（米
）
の
置
を
へ
ら
す
こ
と

め
ん
類
、
バ
y
類
の
食
べ
す
智
は
太
る

原
因
に
な
り
ま
す
。
普
通
の
大
き
さ
の
バ

ン
一
枚
は
ご
飯
一
杯
に
あ
た
る
わ
け
で
す

か
ら
、
二
枚
程
度
に
と
ど
め
る
こ
之
ー
で
す
。

甘
い
菓
子
も
問
機
で
す
か
ら
、
あ
ま
り

食
，
へ
ナ
い
き
な
い
よ
う
に
範
を
つ
け
ま
し
ょ

R

，，b
 

二
、
脂
肪
の
量
を
へ
ら
す
こ
と

あ
ま
り
脂
肪
の
品
に
神
経
智
に
な
る
必

減
兎
の
お
知
ら
せ

こ
の
倒
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、

よ
う
な
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。

ωあ
な
た
が
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
っ

て、

生
活
扶
助
の
ほ
か
、
教
育
、
住
宅
、

低
僚
、
山
政
、
生
来
、
葬
祭
の
扶
助
を

叉
け
て
お
ら
れ
れ
ば
、
取
扱
税
の
全
額

が
減
免
さ
れ
ま
す
む

ωあ
な
た
が
身
体
附
留
者
で
あ
る
場
合
、

ま
た
は
扶
養
親
肢
を
有
す
る
官
品
川
で
あ

る
場
合
は
、
下
表
の
が
欄
の
所
得
の

K

分
に
応
じ
、
桁
側
の
ム
w．
柏
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

問
あ
な
た
に
制
仰
ま
た
は
身
体
に
抗
皮
附

山
口
が
あ
る
扶
強
机
肢
が
お
ら
れ
れ
ば
、

そ
の
附
持
者
一
人
に
つ
き
四
八
万
円
に

税
砕
を
乗
じ
て
得
た
の
・
制
が
減
免
さ
れ

ま
す
。

－」
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
み

は
、
個
人
事
業
税
減
免
巾
前
碍
に
、
次

の
批
円
耐
と
印
躍
を
添
え
、
山
川
税
功
・
務
所

裂
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
牛
、
豚
肉
の
脂

身
、
ラ
ー
ド
、
ヘ
ッ
ト
バ
タ
l
、
脂
波
い

魚
肉
〈
ま
ぐ
ろ
、
さ
ば
）
は
、
あ
ま
り

一

時
に
大
量
に
食
べ
な
い
方
が
よ
い
。
卵
黄

も
脂
肪
が
多
い
の
で、

一
日
一
コ
ぐ
ら
い

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
一
日
の
脂
肪
の
量

は
、
植
物
性
の
割
合
が
動
物
性
の
も
の
よ

り
多
い
方
が
よ
い
。

一－一
、
野
菜

新
鮮
な
野
菜
、
果
物
は
十
分
と
る
こ
と

で
す
。
便
通
を
よ
く
し
ま
す
。
糖
尿
病

の
人
は
、
姉
、
ゾ
ド
ゥ
、
バ
ナ
ナ
等
は
、

ひ
か
え
め
に
し
て
、
ミ
カ
ン
類
を
多
く
と

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

園
、
食
塩

金
壇
の
と
り
過
M
g
ば
、
血
圧
を
あ
げ
る

原
凶
に
な
り
ま
す
。
普
通
、
一
口
の
食
径

の
量
は
一

0
9
以
下
に
し
た
方
が
よ
い
と

思

い

ま

す

。

（

民

生

器

）
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青
色
申
告
の
お
す
す
め

紀
般
が
簡
単
に
な
り
ま
し
た

小
規
模
な
事
業
を
営
む
青
色
申
告
者

は
、
現
合
の
出
入
党
記
帳
す
る
だ
け
で

も
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

完
全
給
与
制
に
・な
り
ま
し
た

汗
色
事
業
に
専
従
し
て
い
る
家
族
従

事
者
に
支
払
う
給
与
は
、
労
務
の
対
価

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
額
で
あ
れ
ば
、
そ

の
金
額
は
経
費
と
し
て
認
・め

ら

れ

ま

す
。

青
色
申
告
の
申
請
は
お
早
め
に

新
た
に
青
色
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、

記
帳
に
な
れ
る
た
め
に
も
、
今
か
ら
申

請
告
を
税
務
署
へ
出
し
て
、
記
帳
さ
れ

る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

申
請
用
紙
、
お
尋
ね
は
、
税
務
署
ま
た

は
樹
立
会
で
ど
う
ぞ
ω

H

や
み
酒
H

を
や
め
て

ニ
ッ
コ
リ
妻

の
酌

家
庭
で
つ
く
れ
る
酒
は
、
ニ

O
度
以
上

の
し
よ
う
ち
？
フ
に
、
梅
、
み
か
ん
、
す

も
も
、
か
り
ん
、
い
ち
ご
、
に
ん
に
く
、

く

ι、
し
そ
、
く
わ
、
ま
た
た
び
、
さ
る

な
し、

と
ち
、
ぐ
み
、

ν
毛
ン
の
レ
ず
れ

か
と
、
糖
類
を
加
え
て
つ
く
る
も
の
で
、

自
分
で
飲
む
た
め
に
、
自
分
で
つ
く
る
場

合
だ
け
で
す
υ

こ
れ
以
外
は

「
や
み
刑
」
と
し
て
摘
発

さ
れ
ま
す
ω

町~ V_ ,!;;-
宮ぞ月
説笠アの

r~ 
三
期
分
で
す
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八
月
三
十
日
、
黒
部
市
で
行
な
わ
れ
た

第
十
九
回
富
山
県
青
年
大
会
で、

朝
円
連

育
男
子
バ
V

1

ポ
ー

ル
チ
l

ム
、
女
子
陸

上
が
輝
く
優
勝
を
と
げ
、

十

一
月
十
一

日

か
ら
四
日
間
、
東
京
で
開
催
さ
れ
る
令
一
国

青
年
大
会
に
、
富
山
県
代
表
と
し
て
出
場

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

全
国
大
会
に
出
場
す
る
選
手
は
次
の
と

お
り
ο

。
パ

レ

1
ポ

｜

戸

艦
督
広
岡
詑

選
手
魚
住
昇
、

て〉

小
友
達
竹
則、

Ill 
国

間

さ

優
秀
十
点
が
県
展
へ

朝
日
町
小
・
中
学
校
科
学
展

あ

朝
日
町
小
・
中
学
校
科
学
肢
は
、
九
月

十
九
日
、
二
十
日
の
両
日
、
朝
日
町
中
央

公
民
館
で
開
か
れ
、
町
内
各
小

・
中
学
校

か
ら
計
四
十
六
点
の
作
品
が
出
品
さ
れ
た

が
、
そ
の
中
か
ら
、
次
の
作
品
が
県
科
学

展
に
出
品
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『

H
U

昔
ロか

た
つ
む
り
の
か
ん
さ
つ

境

小

水

島

知

之

あ
き
が
お
の
か
ん
さ
つ

境

小

中

道

雅

子

あ
き
が
お
の
か
ん
さ
つ

大
家
庄
小
広
沢
久
也

h
q

坂
口
麻
美

虫
の
一
生

大
家
庄
小

（野議会長会見）第182号

マ

一一年

(5) 

マ
四
年

沢

田

剛

外
五
名

男
、
大
村
和
義
、
平
崎
明
、
小

川
静
人
、
林
和
雄
、

高
松
均
、

依
藤
実
、
浜
田
慎

一、

金
田
敏

山
問
修

一

〈〉
陸
上
競
技

監
督
西
島
義
弘

選
手
塩
原
洋
子
（
百
米
）

、
長
谷
川

京
子
〈
二
荷
米）

、
橋
本
洋
子

ハ
走
脳
跳
）
、
後
京
美
智
子

（
砲
丸
投
）

（
朝
日
町
連
合
背
年
間
）

一〉
五
年

稲
の
か
ん
さ
つ

南
．保

小

さ
び
の
研
究

泊

小

大

成

多

感

子

毛

y

プ
し
ぼ
り
き

大
家
庄
小
広
川
伸
明

誕
の
気
象
し
ら
ベ

泊

小

荒

属

千

恵

子

マ
中
学
三
年
顕
子
の
研
究
一

小

川

中

住

吉

メ
ッ
キ
の
研
究

小

川

中

字
閉
山
本
美

マ
六
年

大
久
保
諮
問
次

外
三
名

（教
育
委
員
会
）

呉
東
地
区
学
校
交
通
安
全

指
導
研
修
会
開
催
さ
る

富
山
県
教
育
委
員
会
主
催
の
昭
和
四
十

五
年
度
呉
東
地
医
学
校
交
通
安
全
指
導
研

修
会
が
、
九
月
二
十
二
日
、
朝
日
町
五
箇

庄
小
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
こ
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か

ら
守
る
た
め
、
昭
和
四
十
五
年
肢
か
ら
毎

年
一
回
、
全
学
校
を
対
象
に
行
な
っ
て
い

る
も
の
で
、

当J
日
は
、
呉
京
地
慌
の
小
学

校
教
員
約

一
五

O
名
が
参
加
し
て
、
交
通

事
故
防
止
に
役
立
つ
体
育
、
事
故
防
止
の

た
め
の
学
習
指
摘
噌
、
三
パ分
科
会
に
分
か
れ

て
の
協
議
会
、
会
場
学
校
の
研
究
経
過
の

発
表
な
ど
が
行
た
わ
れ
て
、
盛
会
の
う
ち

に
修
了
し
た
。

班
別
の
協
議
内
容
は
次
の
と
お
り
。

①
第
一
班
（
低
宇
和
咋
）

低
学
年
に
お
け
る
特
設
時
間
の
学
羽
町
内

容
を
態
度
化
習
慣
化
ま
で
高
め
る
に
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か

①
第
二
班
（
中
学
年
）

自
転
車
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
円
転

車
の
安
全
な
乗
り
方
の
指
噂
と
そ
の
管

却
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か

①
第
三
班
（
商
学
年
）

商
学
年
に
お
け
る
特
設
時
間
の
効
果
的

な
授
業
形
臨
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の

が

考

え

ら

れ

る

か

（

学
校
）

善
念
寺
こ
ど
も
会
が

県
連
合
会
長
賞
受
賞

itr/X 

朝
日
町
町
南
保
の
誉
念
寺
こ
ど
も
会
は

こ
の
ほ
ど
行
な
わ
れ
た
富
山
県
児
童
ク
ラ

プ
大
会
の
席
上
、
優
良
児
童
ク
ラ
プ
と
し

て
、
県
児
童
グ
ラ
プ
連
合
会
長
賞
〈
中
田

幸
吉
会
長
）
を
受
賞
し
た
む

〈
轡
念
寺
”
」
ど
も
会
の
実
績
V

毎
週
日
曜
日
に
’
は
集
会
場
の
善
念
寺

に
集
ま
り
、
仏
前
礼
拝
、
勤
行
な
ど
の

外
、
ス
ラ
イ
ド
の
視
聴
、
紙
芝
居
、
ゲ

ー
ム
等
で
楽
し
む
な
ど
、
活
発
な
ク
ラ

プ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

（
教
育
委
員
会
）

期
日

会
場

集
合

種
開一

、
採
点
種
目

①
ボ
ー
リ
ン
グ
継
走
（
公
）

満
二
十
六
才
似
上
（
十
五
名
）

①
紅
白
球
入
れ
（
男
女
）

満
四
十
六
才
以
上

（
各
十
二
名
）

①
リ
ン
グ
パ
ス
継
走
（
男
女
）

年
令
自
由
（
各
十
名
）

④
キ
ッ
ク
継
走
（
男
）

満
三
十
六
才
以
上
（
十
名
）

①
青
年
八

O
O机
一
継
走

満
二
十
五
才
以
下
（
男
三
名
、
女

二
名）

①
年
令
別
男
子
一
、

0
00
悦
継
走

満
二
十
六
才
l
一二
十
才

二
名

三
十
一
才
、
よ
二
十
五
才
二
名

三
十
六
才

i
四

十

才

二

名

四
十
一
才

t
四
十
五
才

二
名

四
十
六
才
以
上

二

名

①
年
令
別
女
子
六

O
O悦
継
走

＋
一
月
三
日

（雨
天
八
日
）

小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド

午
前
九
時

満
二
十
六
才

t
二
一ー寸
才

三
十
一

i
一一
一十
五
才

三
十
六
才
以
上

二
、
採
点
外
国
似
同

①
小
学
校
六

O
O
汎
継
走

問
、
五
、
六
年
男
女
各

一
名

①
中
学
校
九
O
O悦
…
縦
走

一
、
二
、
二
一
年
男
女
各

一
名

①
二
、

0
0
0悦
継
走

中
学
生
、
高
校
生
、
一
青
年
、
満

二
十
六
才
以
上
各

一
名

①
宝
さ
が
し
（
男
女
）

満
六
十
五
才
以
上
（
各
地
区
十

名）

①
M
7

山
戸
こ
ろ
か
し

町
内
会
長
、
来
賓
全
員

一二
、
間
体
演
技
種
目

①
保
育
所
遊
戯

①
婦
人
会
お
ど
り

①
町
民
ラ
ジ
オ
体
燥

体
燥
）

二
名

二
名

二
名

（
第
一
ラ
ジ
オ

町
税
納
期
一
覧
表

E
k
b峰

税
一

1
t陥 閏

S品

Tnana
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聖教多ー濃来
年
の
水
稲
品
種

最
近
の
食
糧
事
情
、
特
に
米
を
め
ぐ
る

情
勢
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
報
ず
る
と
お
り
で

あ
り
、
本
年
初
め
て
実
施
さ
れ
た
生
産
調

整
に
よ
る
減
産
も
、
面
積
に
お
い
て
は
目

療
以
上
で
あ
っ
た
が
、
数
量
に
お
い
て
は
、

技
術
の
向
上
等
に
よ
り
、
期
待
し
た
ほ

ど
減
産
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
ん

－
な
事
情
が
反
映
さ
れ
た
か
ど
う
か
わ
か
ら

－
な
い
が
、
県
の
奨
励
品
種
の
中
で
、
「
ヨ
モ

－
マ
サ
リ
L

の
品
質
が
悪
い
と
、
消
費
地
で
不

－
評
を
買
っ
て
い
ま
す
。
奨
励
品
種
に
採
用

一
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
、
既
に
問
題
に
な

一
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
朝
日
町
産
米
改
良

一
協
議
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
た
め
、
農
協

一
側
か
ら
の
要
望
も
ー
あ
り
、
協
議
会
を
闘
い

一
た
結
果
、
朝
日
産
米
の
声
価
を
高
め
、
産

一
米
を
有
利
に
販
売
す
る
た
め
、
来
年
産
米

一
か
ら
「
ヨ
毛
マ

サ
リ
」
を
川
荷
し
な
い
よ

一
う
申
し
合
わ
せ
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

一
で
来
年
は
、
「
ホ
ウ
ネ
ン
ワ
セ
」

「
越
路

一一
早
生
」、

「
日
本
晴
」
の
三
品
種
で
出
荷

一
す
る
よ
う
農
家
の
協
力
や
』
要
請
し
、
県
に

一
対
し
て
は
、
「
ヨ
毛
マ
サ
り
」
に
代
わ
る

一
品
種
の
、

早
急
な
採
用
を
要
望
し
て
い
る

一
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一

そ

し
て
、
こ
の
事
に
つ
い
て
の
対
策
と

し
て
、
普
及
所
で
は
、
収
健
期
の
労
働
が

目集
・
中
し
、
刈
取
適
期
を
失
い
、
折
角
、
長

昭和45年 ID月 10日
月 刊（毎月10日発行）ひさあ（票？話会易会品）第182号

質
米
の
ホ
ウ
ネ
ン
my

－
－
、
‘
越
路
写
生
を
作

付
け
じ
な
が
ら
、
胴
割
米
・thタ
〈
じ
て
、

・品
質
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
7
刈
取
期
の

調
節
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
吐
で
す
。

特
応
、
自
立
経
営
を
め
ざ
す
専
業
農
家
の

苦
表
を
お
祭
し
す
る
を
共
に
、
創
意
工
夫

を
こ
ら
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
「
臼
本
晴
」
は
、
晩
生
種
と
さ
れ

て
、
刈
取
期
も
九
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
今
年
の
刈
取
り
は
、
円
十
い
も
の
で
九

月
＝
十
日
で
し
た
か
ら
、
「
ヨ
モ
マ
サ
リ
」

と
あ
J
Yり
変
わ
り
は
な
い
よ
う
で
す
。

そ
れ
で
、
刈
取
期
の
調
節
は
、
本
当
は
、

播
種
期
を
ず
ら
し
て
、
同
品
種
を
早
ま
き

と
三
週
間
位
お
そ
く
ま
く
よ
う
に
す
れ

ば
、
刈
取
期
の
四
i
五
日
位
違
う
は
ず
で

す。
ま
た
、
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
こ
と

は、

一一
一t
四一
戸
の
農
家
が
協
同
し
て
、
田

植
胞
で
作
付
け
の
半
分
位
を
植
え
、
あ
と

半
分
を
手
植
え
す
る
こ
と
で
す
。
最
近
の

田
植
機
は
相
当
進
ん
で
い
ま
す
。
季
節
は

ず
れ
の
事
で
、
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ

電

話

局

だ

よ

り

電
話
用
の
配
管
を

お
忘
れ
な
く

お
店
や
住
宅
の
新
築
や
摺
改
築
に
は
、

電
灯
用
の
配
管
と
同
様
に
、
電
話
用
の
配

管
も
お
つ
く
り
く
だ
さ
い
。

も
し
、
こ
の
配
管
を
お
忘
れ
に
な
り
ま

す
と
、
電
話
を
お
取
付
け
に
な
る
際
、
美

し
い
墜
に
穴
を
あ
け
た
り
、
人
目
に
つ
く

と
こ
ろ
に
電
話
線
を
引
い
た
り
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
で
は
、
せ
っ
か
く

新
築
さ
れ
た
建
物
の
美
観
を
そ
こ
な
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
せ
ん
が
、
閉
摘
機
を
導
入
す
る
考
え
が

あ
れ
ば
、
今
か
ら
そ
の
準
備
が
必
要
だ
と

思
わ
れ
ま
す
。

（
入
善
農
業
改
良
普
及
所
朝
日
支
所
）

［簡
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こ
の
ほ
ど
行
な
わ
れ
た
、
簡
易
保
険
第

九
回
全
園
児
童
生
徒
作
文
コ
ン
ク

1

・w

で
、
泊
小
学
校
五
年
生
、
居
波
宏
樹
君
が

富
山
県
知
事
賞
に
入
選
し
ま
し
た
。

郵
政
省
で
は
、
毎
年
．
小
・
中
学
生
を
対

象
に
、
簡
易
保
険
作
文
コ
ン
ク
1

Y
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
国
児
童
生
徒
か
ら

電
話
機
等
の
移
転
工
事
は

お
早
め
に
予
約
を

最
近
、
電
話
の
移
転
工
事
が
大
変
混
ん

で
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
急
な
お
申
し
つ

け
の
場
合
は
、
工
事
が
間
に
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
c

ま
ず
、
お
家
の
改
築
、
模
様
替
え
が
き

ま
っ
た
ら
、

電
話
機
の
こ
と
も
お
忘
れ
な

く
、
十
日
ぐ
ら
い
γ

前
に
ご
注
文
い
た
だ
け

れ
ば
、
約
束
の
日
に
工
事
が
で
き
ま
す
υ

。
お
問
い
合
わ
せ
は

制
明
白
電
報
畦
話
局

門川
話
朝
日
（
（
O
七歪八）

二
｜

一
0
0
0
（
無
料
で
す
〉

応
募
さ
れ
た
作
品
か
ら
み
ら
れ
ま
す
よ
う

に
、
簡
易
保
険
は
、
み
な
さ
ん
の
家
庭
の

幸
せ
宥
守
る
と
共
に
、
そ
の
資
金
が
公
共

の
施
設
に
ま
わ
さ
れ
て
、
明
る
い
町
づ
く

り
、
村
．
つ
く
り
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
に
な
う
若
い
み
な

さ
ん
に
、
こ
の
よ
う
な
簡
易
保
険
の
働
き

と
あ
わ
せ
て
、

生
命
保
険
を
も
っ
「
助
け

合
い
」
の
精
神
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
と
思
い
ま
す
。

日
・
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
：
：
日

：
：
：
郵
便
貯
金
し

，~， 

郵
便
貯
金
の
現
在
高
は
、
六
兆
八
千
億

円
を
こ
え
ま
し
た
。

一
万
円
札
で
槙
み
あ

げ
ま
す
と
、
な
ん
と
宮
士
山
の
高
さ
の
二

十
倍
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
巨
額
の
郵
便

貯
金
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

団
地
の
ア
パ
ー
ト
を
つ
く
る
日
本
住
宅

会
固
に
、
住
宅
資
金
を
貸
し
て
く
れ
る
住

宅
金
融
公
康
に
、
ま
た
、
新
幹
線
を
つ
く

っ
た
国
鉄
な
ど
に
融
資
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
身
近
に
’
は
、
中
小
企
業
金
融
公

庫
や
国
民
金
融
公
庫
、
医
療
金
融
公
庫
な

ど
を
通
じ
で
、
・
中
小
工
場
ゃ
、
八
百
屋
さ

ん
、
魚
屋
さ
ん
、
お
米
屋
さ
ん
を
は
じ
め

床
監
さ
ん
、
美
容
院
、
お
医
者
さ
ん
な
ど

あ
ら
ゆ
る
方
面
へ
郵
便
貯
金
が
貸
し
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

全
国
の
都
道
府
県
、
市
町
村

に
も
郵
便
貯
金
は
融
資
さ
れ
て
お
り
、
下

水
道
を
つ
く
ラ
た
り
、
新
し
い
校
舎
を
建

て
た
り
、
道
路
を
舗
装
し
た
り
、
あ
る
い

は
公
民
館
や
体
育
館
の
建
設
な
ど
に
も
使

わ
れ
て
、
み
ん
な
の
暮
ら
し
を
よ
り
豊
か

に
、
便
利
に
す
る
た
め
、
運
用
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
町
に
も
、
学
校
、
橋
、

道
路
建
設
資
金
と
し
て
融
資
さ
れ
て
お

り
、
明
る
く
住
み
よ
い
社
会
づ
く
り
に
大

い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

F
o
n
u
n
U
 

図

書

館

だ

よ

り

〈
新
着
図
書
V

性
格
は
い
か
に
つ
く
ら
れ
る
か
（
岩
波

新

番

）

詫

摩

武

俊

一
日

一
言
（
岩
波
新
書
）
桑
原
武
夫

ス
パ
戸
タ
と
ア
テ
ネ
〈
岩
波
新
書
）

大
田

秀

通

沖

縄

（

岩

波

新

書

）

比

嘉

春

湖

レ

l

＝
ン
と
ロ
シ
ヤ
革
命
（
岩
波
新
書
〕

同

稔

日
本
の
歴
史
上
・
中
・
下
〈
岩
波
新
書
）

井

上

清

マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
小
伝
（
岩
波
新

醤

）

大

内

兵

衛

私
の
幼
児
教
育
論
（
岩
波
新
書
）怯

田

道

雄

論
文
の
書
き
方
（
岩
波
新
書
）
清
水
幾
大
郎

現
代
の
資
本
主
義
（
岩
波
新
書
）宮

崎

義

一

恐
る
べ
き
公
寄
〈
岩
波
新
書
）
庄
司

光

憲
法
講
話
（
岩
波
新
書
）
宮
沢
俊
義

税

金

（

岩

波

新

書

）

遠

藤

湘

吉

奴
識
と
は
（
岩
波
新
書
）
木
島
始

教
科
書
（
岩
波
新
書
）

山

住

正

己

沖
縄
七

O
年
前
後
（
岩
波
新
書
）中

野

好

夫

中
国
の
科
学
文
明
（
岩
波
新
書
）薮

内

清

生
命
の
起
原
と
生
化
学
（
岩
波
新
書
）

江
上
不
二
夫

物
理
学
は
い
か
に
創
ら
れ
た
か
（
岩
波

新

書

）

石

原

純

日
本
列
島
（
岩
波
新
書

）

湊

正

雄

電
子
計
算
機
（
岩
波
新
書
）
坂
井
利
之

文
学
入
門
（
岩
波
新
書
）
桑
際
武
夫

二
葉
亭
四
迷
（
岩
波
新
書
〕
小
出
切
秀
雄

日
本
の
名
著
（
幸
徳
秋
水
）
中
央
公
論
社

少
年
朝
日
年
鑑
（
昭
和
四
十
六
年
版
）

朝
日
新
聞
社

経
前
白
書
（
昭
和
四
十
五
年
版
）経

済
企
闘
庁

学
習
研
究
社

玉

井

義

臣

学
研
の
図
鑑
〈
魚
）

天
国
に
い
る
お
と
う
さ
ま



午
前
十
時

1
午
後
三
時

朝
日
町
婦
人
会
館

i観i
f光i
iだi
；ょi
iりi

マ
東
草
野

マ

藤

塚

マ
泊

マ

荒

川

マ

蛭

谷

マ

金

山

マ

笹

川

マ
束
草
野

マ
殿

町

マ

荒

川

マ
大
家
庄

門
〉
山
崎

佐
謹
粂
男

花
井
昭
蔵

山
崎
正
精

湊

秋

身

長
崎
茂
蔵

清
水
誠
一

長
井
良
平

川
口
徹
朗

初

回

満

堀
田
洋
勝

藤

田

隆

水
野
和
夫

長
男

長
女

二
女

二
女

長
女

長
身

長
身

長
男

長
女

長
女

二
女

三
男

雅

樹

由
紀
子

明

子

博

美

育

子
博

之

克

史

徹里

美

博

美

美
智
子

泰

弘

三
菱
柑
模
原
丁
場
で
見
習
い
中
で
あ
っ

た
幹
部
工
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
最
近

急
増
す
る
ト
ラ
y

ク
需
要
に
対
処
す
る

た
め
、

生
産
ア
ッ
プ
に
懸
命
で
あ
る
。

近
い
将
来
に
は
、
む
ね
数
な
ら
び
に
従

業
員
を
増
や
し
、
大
型
バ
ス
、
大
型
ト

ラ
ッ
ク
ま
で
生
産
す
る
計
画
で
あ
る
。

最
近
、

工
場
誘
致
に
公
害
が
つ
き
も

の
と
、
各
市
町
村
で
誘
致
反
対
ム
l
ド

が
感
り
上
が
っ
て
い
る
が
、
ほ
場
製
備

事
撲
に
よ
る
余
剰
労
働
力
、
な
ら
び
に

米
の
生
産
調
盤
に
よ
る
休
耕
等
に
対
応

す
る
た
め
、
家
庭
向
き
工
業
、
公
窓
口
の

で
な
い
工
場
を
誘
致
し
、
一

人
当
り
の

所
得
向
上
と
農
家
経
済
の
安
定
を
は
か

り
た
い
も
の
で
あ
る
。

朝
日
車
両
K
K
の

第
一
期
工
事
は
、
朝

日
町
桜
町
地
内
で
進

め
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

操
業
に
入
っ
た。

こ
の
工
場
は
、
三

菱
系
車
両
組
立
工
場

で
、
敷
地
一
八
、
四

八

O
平
方
M
川
、
建
物

臨
量
鉄
骨
造
り
（
一

部
二
階
建
）
、
延
べ

一、

八
九
八
平
方
討

で
あ
る
。

所

場
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マ
人
権
法
律
相
談

時

毎

月

第

三

月

曜

日

午
前
十
時

i
午
後
四
時

朝
日
町
職
工
会
館

紅
葉
の
北
文
ハ
イ
キ
ン
グ

昭 和 45年 10月 10日
月刊（毎月 10日発行）

日

十
月
二
十
五
日
〈
日
）
：
・
間
夫
中
止

小
川
温
泉
元
湯
午
前
九
時

一
人
二

O
O円
（
お
に
ぎ
り
持
参

の
こ
と〉

越
道
峠
ま
で
自
動
車
往
復

北
文
に
て
パ

i
ベ
キ
ュ
ー

い
わ
な
釣
り
、
き
の
こ
狩
り
等

楽
し
め
ま
す
。

午
後
二
時
三

O
分
北
又
出
発

越
道
峠
三
時
三

O
分
乗
車

小
川
温
泉
元
湯
着
四
時
一

O
分

参
加
申
込
み

十
月
二
十
三
日
ま
で
、

役
場
産
業

一

課

へ

（

産

業

謀

）

会集期
資合 目

L 農家経済の安定をめざす
箇圃盟掴田園

田圃目：竃望

所

マ
心
配
ご
と
相
談
所

日

時

毎
週
月
曜
日

午
前
十
時

l
午
後
一
一
一時

朝
日
町
婦
人
会
館

（
町
長
室
）

場

行
程

所

場

な

く

な

っ

た

人

ひ

丸

岡

さ

き
（
六
九
才
）

烏

端

祥

平

（七

O
才）

殿

村

す
き
（
八

0
・才一）

藤

田

仙

次

（七
九
才
）

岡

本

つ

ね
〈
八
七
才）

森

島

敬

子

〈

一
－一
七
才）

脇
山
ひ
な
（
四
九
才
）

江

淵

義

雄
（
四
三
才
）

土

井

ち

ょ
（
七
主
才
〉

谷

勝

昭

（
二
八
才
〉

寺
一
崎
よ

し
ゑ
（
五
一
才
）

西

島

正

次

（六

O
才
）

南
茂
常
次
郎
（
六
八
才
）

中
島
甚
吾
（
六
六
才
）

大
村
一
男
（
四
五
才
）

長

井

イ

ト

（

六

O
才
〉

篠

田

八

市

（

凶
一
才
〉

水

島

と

J

よ
（
八
五
才
〉

八

朝
日
町
の
人
口

〉

（
八
月
三
十

一
日
現
在
）

マ
泊

マ
泊

マ
招

保

マ

平

柳

マ
東
草
野

マ

南

保

マ

赤

川

マ

南

保

マ

南

保

マ

南

保

マ
東
草
野

マ
下
山
新

マ
桜

町

マ
殿

町

マ

沼

保

マ

笹

川

門
V

一－一枚橋

マ
境

現
在
は
、
中
型
ト

ラ
ッ
ク
の
車
両
を
組

み
立
て
、

車
体
に
取

付
け
る
工
程
が
行
な

わ
れ
て
い
る
が
、
昨

年
か
ら
富
山
車
体
、

人

び

の

よ

ろ

こ

（
産
業
課
）

さ

マ
入
善
町
H
荒
木
自

マ
横
尾
H
山
閉
勝

・
間
平

マ
宮
崎
H
田
中
今
朝
明

橋
早
苗

マ
福
島
県
H
野
崎
征
夫

初
美

八
写
真
V

上
！
朝
日
車
両
K
K
工
場
の
今
一
貴

下
｜
燥
業
開
始
し
た
工
場
の
内
部

相

談

ー

ナ

コ

マ
新
潟
県
H
高

マ
行
政
柑
談
所

巡
回
行
政
相
談

十
月
十

一
日

（
日
〉
か
ら
十
月
十
七

日
（
土
）
ま
で
は
、
行
政
管
理
庁
が
全
国

一
斉
に
行
な
う
行
政
相
談
週
間
で
す
。

朝
日
町
で
は
、

こ
の
週
間
に
ち
な
ん

で
、
次
の
と
お
り
巡
回
行
政
相
談
所
が

開
か
れ
ま
す
。
役
所
の
こ
と
で
苦
情
の

あ
る
方
は
、
気
軽
に
相
談
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
無
料
で
、
秘
密
を
守
り
ま
す
。

十
月
十
四
日

（水）

朝
日
町
中
央
町
医
協
五
筒
正
支
所

十
月
二
十
日
（
火）

野
中
ハ
藤
塚
）
公
民
館

〈
各
会
湯
午
後
一
時
三
十
分

t
四
時
）

定
例
相
談

日

時

マ
大
平
日
根
建

あ

．、、」、、、、
h、‘--、、、

赤

iち

ゃ
ん

誕

恒

一

長

男

博

和

長

男

賢

一

長

女

其

由
美

長

女

恵

江

長

女

英

里

長
男

一

樹

長

男

総

長

男

一

博

長

男

克

志

長

女

ゆ

か

り

長

男

利

和

二

男

史

郎

（~~議長易会見）第182号

マ
大
家
庄

マ
三
枚
橋

マ
下
山
新

マ
月

山

マ
泊

マ
桜

町

マ
西

町

V
金

山

マ
東
草
野

マ

道

下

マ
泊

マ
下

鹿
熊
健
三

広
田
健
三

森
野
敏
男

寺

田

誠

梅
津
隆
一

山
手
克
臣

末

上

保

鍛
治
信
蓋

谷

克

三

道
用
晃
雄

下
山
勝
弘

治
井
要
一

男女
日
岳
町役

得
数

九
、
二
四
四
人

一
O
、
六
六
九
人

一
九
、
九
一
一
一
一
人

五
、

O
四
六
世
帯

(7) 

毎
月
第
一
月
曜
日

野



(8) 
昭和45年 10月 10日
月 刊（毎月10日発行）ひさあ（~~l差益金品会員）第182号

年

町長寿番付

4 5 不日昭

日朝
かぞえ年86才以上

山崎市次郎さん花開のよさん

東西

11,rl,r////l//,r/,r 両川小側関 大都大繍
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